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落
っ
て
な
に
？
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民
っ
て
誰
？
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方
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の
か
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実
に
少
し
で
も
風
穴
を
開
け
、
部
落
解
放
へ
向
け
新
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た
な
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こ
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と
す
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熱
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思
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っ
て
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一

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

綿
密
な
取
材
と
的
確
な
デ
ー
タ
を
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使
し
て
い
る
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点
も
見
逃
せ
な
い
。
例
え
ば
地
方
自
治
体
の
行
つ
た

一

同
和
地
区
外
と
地
区
内
の
認
識
調
査
を
も
と
に
、
こ
一

れ
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
被
差
別
部
落
へ
の
偏

¨

見
や
実
態
の
と
ら
え
方
の
双
方
の
誤
差
や
同

一
性
を

一

浮
き
彫
り
に
し
、
本
質
へ
迫
ろ
う
と
す
る
。　
　
　
　
一

被
差
別
部
落
民
の
規
定
に

「中
心
」
と

「周
縁
」

一

と
い
う
概
念
を
起
用
す
る
点
も
画
期
的
だ
。

「部
落

¨

民
」
で
あ
る
と
自
覚
す
る
者
が

「中
心
」
に
い
て
、　
¨

自
覚
し
て
い
な
い
者
は
も
と
よ
り
、
本
書
を
読
ん
だ

一

者
ま
で
ひ
っ
く
る
め

「周
縁
」

・、
す
な
わ
ち

「部
落

¨

関
係
者
」
と
す
る
考
え
だ
。

楕
難
轟
瞑
一

る
、
そ
ん
な
希
望
の
持
て
る
本
だ
。
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線客観的な「被差別」への視
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